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本研究の目的は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯である[1]。◯◯◯の解析は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を用いて行った[2]。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。
◯◯◯について、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を比較したところ、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯が明らかになった。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。（日本語フォントはMS明朝、英語フォントにはTimes New Roman‥‥11 pt）
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Streptomyces rochei 7434AN4 produces two structurally unrelated polyketide antibiotics, lankacidin (LC) and lankamycin (LM), and carries three linear plasmids, pSLA2-L, -M, and -S. The biosynthetic gene clusters for LC and LM are located on the largest linear plasmid pSLA2-L. Their biosynthesis is tightly controlled by signal molecules Streptomyces rochei butenolides (SRBs). SRBs are produced by SRB synthase SrrX, and then induce transcriptional activation of an SARP-type activator gene srrY through binding to the specific receptor SrrA, which in turn leading to LC and LM production.[1] Here we report XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXXX, XXXXXXXXXXXX. XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXXX, XXXXXXXXXXXX. XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXX.[2] (Times New Roman‥‥11 pt)
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● 作成にあたっての留意事項
· 本ファイルを講演要旨テンプレートとしてお使いください［不要な部分（記入例や留意事項）を削除してください］。
· １ページを超えないよう作成してください。
· 講演要旨には、日本語による要旨に加えて英語による要旨も併記してください。講演要旨テンプレートの上部に日本語要旨を下部に英語要旨を記載してください。
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